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パウ夕、を作れとの粉末に M/lO第ご燐酸 y-夕、、を 酸とヂパラニトロフヱノ ル燐酸上り酵素的*解にd
加え，炭酸ソ 夕、、溶液を滴下して pH9.0とし， 30 依り遊雑ナ石フェノ-)レ及び、ベラニトロフヱノ -JレF
分間振畳浸出ナる。 を夫々穴倉法及び大森法にで*解速度を測定し描い 
ζのアセトシベウJr-浸出液は glycocyamineの た実験的 pS活性廃曲線は共に典型的の一次の S型
みを*解し， Arginine，Arginin酸，ル及び s-gu- 曲線を示し，各々 pKm1.12及び3.14とせる理論曲 
anidinopropion酸は水解しない。 線に一致じた。 
次にヂフェノーノレ憐慢がヂノfラエトロフェノ -Jレ
31.ピロ燐酸酵嚢の親和カ
燐酸を阻害ナる関係から抑制試験を行い， Michae司
医化学教室 泉谷哲夫 lis-Menten式によって間接的に求めたヂフェノ -jレ
他の燐酸酵素を杢〈合主ない百型ピロ燐酸酵素を 燐酸の pKmは1.11にして直接法とよく一致した。
34. 白鼠控周期と副署
用いれその作用速度をモリブデン酸サフラユシ法で
測定し pS活性度曲繰より pKmく3.30)を求め，又
他の諸種燐酸化合物くフヱノーノレ燐酸， s-グリセロ燐 第二生哩向島 強丸山俊夫
酸，ヂフェノ ル憐i繋，ヂフヱノー Jレピロ燐段〉の底 豆常雄性rj鼠の性周期に於ては，第 2期を発情期F
害作用かち，それら化合物とピロ燐酸酵素乏の親和 とし，その連続時間は凡そ 12時間である。予等は副
カを算出した。しかし無機燐酸の阻害はとの方法で 腎良質物質及び同髄質物質をとれ等に注射し，予め
は添加無機燐酸量に比較して*解生成される無機憐 分類，予備実験を済ませたる 3群く1群は Control)
酸量が小であるので精確に測定出来ないから Fiske司 I~就き，上記発情期の発現，持続時間等を観察した 
Subbarow法を用いピロ憐巨農水解経過を無機燐酸が るに， Adrenaline (10-4 0.1 cc宛連日 2週間投与〉
相競性阻害を示すものとして失式により求めた。 の場合は，注射開始後約1週間頃上九連続発情の
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との式の速度恒数 k と Kiくすなわち無機燐酸の 
Km)とを未知数として算出される Kiは各時間 tで
よく一致し， pKroとして表わすと 3.35となる。 
32.ペプチダ田ゼに就て
医化学教室渡辺剛夫
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傾向を帯び換言ナるならば発情頒度となれ第2週
つ時
宇ばを頂点として次第に豆常周期像に復し，約 1ヶ
月後は全く変化が無くなあ。
又Cortisoneの場合も上記と略同様の緒果を得た
ので，設に報告ナる次第である。 
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35.家君の腎排3世能と利尿の関係 
第三生哩岡田忠雄武居光典
LVの常尿正利は之等能者世著排腎るのい兎れ家さ
論
係び関及〈 て宮内'庄は血 議に兎々種家
のグリシルペプチドを合成した。
とれら基質の*解度抗J1定には，アゾ成分をH酸と
ナるヂアゾカプリシグ法に土った。同濃度の m司ア
ミノ安息香酸の墨色度に比べて， p-アさノ!安息香酸
は約 1割高<， 0司アミ/安息香酸は宇分以下，
ノフタル酸は相等しく墨色ナる。 p-アミノサリチル
酸の墨色法は上記 4種の墨色法を少しく変えて実地
した。
グリシル 0，m，pアミノ安息香肢を酵素時に水解
せしめると， m，p体の*.解はすみやかであるがo体
は非常に水解さ一れ難い。 
33.燐酸ヂ旦ス手ラーゼの親和カに就て
医化学教室黒川信雄
吉田法により純化せる燐酸ヂ、エメテラーゼ第E型
のハプヂエ品テラ ぞを用い， 基質ヂフェノ-)レ憐F
白P
U
就て，所謂排世試験の方法にたらい，クレアチニ
ェノーJレ戸yレホフタレイジ及びパラアミノ馬
尿酸負荷排?世試験を行った。実験前適量の飲水を行
ゎ，判定時間を夫々の排世蓮度に応じ 2時間， 30 
分， 20分とした。各試験共尿量 10，-，15cc /時に所謂 
“Augmentation limit"を認め，とれ以上では略々
一定の排世卒を示ナ ζ とを知った。倫内因性クレア
チユシも同様の関係を認めた。 Page高血圧家兎は
術前術後血庄の上昇をみるに関わらず，尿量が 
“Augmentation Ii.mit" 以上では相違なし正常家
，兎左同様の成績を示した。 
36.メラノホm レンホルモン分泌機序に関する
研究
第三生埋鈴木萱三，白井忠臣，倉沢和秀
トノサマ蛙を用いて背景反応及び乾牒反応時の槌
